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2024年8月27日～8月31日の5日間、大学学部生・院生の参加者54名と学生オーガナイザー13名が集い、

第2回「応用社会科学RAブートキャンプ」を開催しました。社会科学領域の実証研究においてリサーチ

アシスタント(RA)として携わるための技能を学び、またお互いとの交流を深めることを目的としてい

ました。論文レプリケーションにチームで取り組み、講師からスキルを学び、またRAとして仕事をす

る雇用関係における姿勢についても考えました。最終日前日、RA雇用にむすびつけるためのプロジェ

クト紹介を実施しました。「茶話会」を新しくつくり、参加者同士の交流を大切に開催しました。

論文レプリケーション (main)

トピックス・レクチャー (topics) 茶話会 (tea) プロジェクト紹介 (project)

プログラム全日を通じて主要課題として

論文レプリケーションにチームで取り組

みました。話し合いながらコードを書く

アンサンブル・プログラミング形式で、

R(tidyverse)とGitを使って作業をしました。

それぞれの分野の研究者を講師として

招き、構造推定/ テキスト分析/ GIS/ 

フィールド実験の技能を学びました。

オーガナイザーや講師の先生方、

参加者の間で研究やキャリアに

ついて話す時間を設けました。

RA募集の研究プロジェクトを研究

者から募集して掲示し、関心のあ

る参加者が応募をしました。

(lunch)

(dinner)

(break-
fast)

プログラム内容

2024年度応用社会科学RAブートキャンプ開催レポート

2024年8月27日(火)～8月31日(土) レクトーレ葉山湘南国際村にて



準備タイムライン

広報・zoom説明会

参加者プロフィール

広報開始 zoom説明会 応募締め切り 選考結果通知

zoom
オリエン
テーション

事前
トレーニング

RAブートキャンプ
プログラム開催

5月上旬 5月19日/
5月25日

6月17日 7月2日 7月20日 8日上旬 8日27日~
      8月31日

協力研究者の所属大学にポス

ターを掲示し、メーリングリ

ストやSNSを通じて広報し、

zoom説明会を2回開催しました。

選考

22大学77名の応募がありました。

協力研究者14名が3人グループ

で、匿名の応募エッセイを

zoomの合議で評価しました。

事前トレーニング

参加者の知識や経験に大きなば

らつきがあったため、事前資料

と事前課題を配布し、オフィス

アワーを設定しました。

男

女

学部3年

学部4年

修士1年

修士2年

所属大学 (参加人数順): 東京大学、

一橋大学、大阪大学、早稲田大学、

京都大学、神戸大学、九州大学、

名古屋大学、同志社大学、

北海道大学、東北大学、千葉大学、

青山学院大学、横浜市立大学、

横浜国立大学、

エジンバラ大学、LSE

学年 (人): 性別 (人):

運営オーガナイザー 協力研究者:

安藤道人（立教大学）

今井泰佑（大阪大学）

川口大司（東京大学）

神林龍（武蔵大学）

後藤剛志（千葉大学）

澤田康幸（東京大学）

佐々木周作（大阪大学）

関麻衣（立命館大学）

北村周平（大阪大学）

小泉秀人（経済産業研究所）

多湖淳（早稲田大学）

遠山祐太（早稲田大学）

鳥谷部貴大（一橋大学）

中島賢太郎（一橋大学）

富蓉（早稲田大学）

野口晴子（早稲田大学）

三浦憲（京都大学）

森啓明（専修大学）

講師:

後援:
東京大学大学院

経済学研究科付属

政策評価研究教育センター

(CREPE)

大阪大学大学院

国際公共政策研究科附属

EBPM研究センター

(CEPO)

横浜国立大学経済学部

事務局:

深井太洋（学習院大学）

古川知志雄（横浜国立大学）

石瀬寛和（大阪大学）

北村周平（大阪大学）

後藤潤（政策研究大学院大学）

遠山祐太（早稲田大学）

ファシリテーター:
五十嵐大和

石野有真

伊藤弘紀

上園太一

櫻井一郎

佐藤響平

新里優太

丹後咲杜

山本道也

吉野綾家

学生オーガナイザー:

岡村早良香

五十嵐康佑

橘知里

𠮷村拓也

協賛:

科研費国際共同研究加速基金

(代表: 澤田康幸)

神林留学生奨学会

事務局スタッフ:

遠藤美穂（横浜国立大学）

松﨑めぐみ（横浜国立大学）

参加者の声

博士課程

15

16

6 

2

3

35

19

様々なバックグラウンドを持つ人たちと

交流することで、自分自身のプログラミ

ングスキルを客観的に把握することがで

き、今後の学習や研究に役立つと感じた。
ファシリテーターや学生オーガナイザーの方が親身になって

サポートしてくださったことで、大変ありがたかった。

https://www.ra-bootcamp.jp/

10

学部2年

茶話会やRA募集、RAあるある相談会などかなり

工夫がされているのを感じました！

交流ファシリテーター:
藤樫亮二

プログラム・ホームページ：
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